


































論 B にて安全管理に関する講義90分、KYT 演習90分を実
施している。本実習では著者が作成したイラストを使用し
た（図1）。演習で使用した事例は「①診療室での器材洗浄
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Evaluation of attempt of learning that incorporates risk












































































































図 3　ヒヤリ・ハット、アクシデントを経験した実習先（複数回答 , n=47）
図 6　授業が役に立ったと回答した実習先（複数回答 , n=47）













































































































































附属病院（21）  ・ 器具・器材の片づけ時（メス、注射針の片づけを含む）（8）
 ・ 滅菌物の取り扱いにおいて（2）










小学校（1）  ・ 児童の行動に対して（1）
幼稚園（3）  ・ 園児との遊びの時（3）
保育園（2）  ・ 園児との遊びの時（2）
障害者施設（2）  ・ 車椅子を押している時（1）
　 ・ 外に買い物に出かけた時（1）
高齢者施設（5）  ・ 床にこぼれている水や、床に這っているコードなどの状況について（4）
　 ・ ブラッシングの時（1）
　 講義 演習
1年前期 16% 12% 





表 2　授業が役に立った場面（括弧内は意見の数） 表 3　適切だと思う実施時期（複数回答 , n=47）
すい実習期間中に行いたいという思いが見受けられる。医
療安全管理に大切な「気づき」は一朝一夕で身につくもの
ではなく、医療安全教育は学生の学習進度と環境に応じて、
段階を追って行う必要性があると考える。
　また、不安全な状況に気づいた学生がいても、学生とい
う立場や自信のなさなどから、その場で声に出して質問や
報告ができない場合もある。「わからないことは聞く」、「勇
気をもって報告する」と言った意見があったように、学生
の立場であっても一歩の勇気を踏み出せるように、心理的
な支援も必要であると考える。
　KYT をより多く行うことで、学生が「気づく」場面は多
くなる。しかし、訓練の数をこなすのみではなく、一つの
気づきを他の場面でも応用できるように、今後の KYT 演
習の内容、そして医療安全教育を検討していく次第である。
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